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う
。ス

ラ
ン
プ
値
差
廃
止

ま
た
、
今
月
契
約
分
か

ら
ス
ラ
ン
プ
値
差
を
廃
止

し
、
高
ス
ラ
ン
プ
側
の
価

格
帯
を
一
律
適
用
に
改
め

た
。
土
木
向
け
を
中
心
に

ス
ラ
ン
プ
値
差
を
な
く

し
、
品
質
を
含
め
た
諸
問

題
に
対
応
す
る
の
が
廃
止

の
背
景
。
こ
ち
ら
も
発
注

者
や
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
理
解

を
得
て
お
り
、
新
規
契
約

が
増
え
る
に
つ
れ
浸
透
す

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

４
～
１２
月
出
荷
量
は
前

年
同
期
比
１６
％
減
の

１６

１１
万

逢
だ
っ
た
。
２
０
２
１
年

度
は
１７
％
減
の

１７

１２
万
８
千

逢
と
想
定
し
て
い
る
。
上

越
地
区
は
高
速
道
路
工
事

な
ど
特
需
を
除
い
て
、
こ

れ
ま
で
１５
万
逢
前
後
が
基

礎
需
要
と
見
込
ま
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
直
江
津
港

（
上
越
市
）
に
建
設
さ
れ

た
東
北
電
力
の
上
越
火
力

１
号
機
の
建
設
も
今
年
度

で
終
息
し
、
需
要
の
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
。

２２
年
度
は

２２

２５
％
減
の
９

万
６
千
逢
と
１０
万
逢
を
割

り
過
去
最
低
を
更
新
す

る
。
北
陸
自
動
車
道
米
山

ト
ン
ネ
ル
補
修
工
事
や
上

沼
道
路
関
連
、
地
元
の
化

学
工
場
増
築
工
事
な
ど
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
１

０
０
０
逢
を
超
え
る
物
件

が
数
え
る
程
度
。
こ
の
ま

ま
で
は
経
営
が
立
ち
い
か

な
く
な
る
可
能
性
も
あ

り
、
集
約
化
な
ど
経
営
の

効
率
化
が
必
要
だ
と
し
て

い
る
が
、
議
論
は
進
ん
で

い
な
い
。

上
越
地
区
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
協
同
組
合
（
新
潟

県
上
越
市
、１２
社
１２

１３
工
場
、

髙
宮
一
蔵
理
事
長
）
は
相

次
い
で
大
型
工
事
が
終
息

し
、
出
荷
が
大
き
く
減
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、

原
材
料
メ
ー
カ
ー
が
値
上

げ
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ

と
を
受
け
、
生
コ
ン
価
格

を
４
月
１
日
契
約
分
か
ら

２
０
０
０
円
引
き
上
げ

る
。同

協
組
の
値
上
げ
は
２

０
１
９
年
以
来
、
３
年
ぶ

り
。
値
上
げ
の
理
由
に
つ

い
て
協
組
で
は
、
骨
材
、

セ
メ
ン
ト
、
混
和
剤
な
ど

諸
資
材
価
格
が
昨
秋
か
ら

年
末
に
か
け
て
大
幅
値
上

げ
が
打
ち
出
さ
れ
、
価
格

に
転
嫁
せ
ざ
る
を
得
な
い

た
め
と
説
明
し
て
い
る
。

３
年
前
も
骨
材
や
セ
メ
ン

ト
な
ど
諸
資
材
価
格
が
上

が
っ
た
こ
と
で
５
０
０
円

の
値
上
げ
を
実
施
し
た

が
、
今
回
の
資
材
価
格
の

値
上
げ
要
請
は
そ
の
時
以

上
に
強
気
と
い
う
。

新
価
格
は
１
万
８
３
０

０
円
（
２１
・
２１

１５
・

２１

１５

２５
）
と

な
る
。
す
で
に
、
行
政
や

ゼ
ネ
コ
ン
へ
の
説
明
回
り

は
終
え
て
お
り
、
お
お
む

ね
理
解
は
得
て
い
る
と
い

４
月
か
ら
２０００
円
値
上
げ

資
材
価
格
上
昇
に
対
応

上越協組

０
０
円
上
げ
た
。
両
調
査

会
は
値
上
げ
後
の
調
査
を

経
て
、
表
示
価
格
を
昨
秋

３
０
０
～
４
０
０
円
引
き

上
げ
、
１
万
４
９
０
０
円

と
し
た
。
一
部
積
み
残
し

が
あ
る
た
め
、
両
調
査
会

に
対
し
そ
の
引
き
上
げ
も

要
請
し
て
い
る
。

４
～
１２
月
出
荷
は
前
年

同
期
比
３０
・
５
％
増
の
９

万
３
千
逢
だ
っ
た
。
通
期

で
は
前
年
比
３３
・
３
％
増

の
１２
万
逢
と
想
定
し
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
大
手
通

坂
之
上
町
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
で
の
整
備
が
始

ま
っ
た
。同
事
業
に
伴
う
、

「
米
百
俵
プ
レ
イ
ス
ミ
ラ

イ
エ
長
岡
」
を
は
じ
め
、

共
同
住
宅
・
事
務
所
・
店

舗
の
工
事
が
進
ん
で
い

る
。さ

ら
に
、
北
陸
自
動
車

道
の
長
岡
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
周
辺
の
長
岡
北
ス
マ
ー

ト
流
通
産
業
団
地
に
進
出

す
る
企
業
の
整
備
事
業
が

本
格
化
し
た
ほ
か
、
中
之

島
新
ご
み
処
理
施
設
（
仮

称
）
な
ど
の
出
荷
も
始

ま
っ
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
工

事
も
長
岡
市
内
で
２
棟
建

設
中
、
こ
れ
ら
の
工
事
は

来
年
度
ま
で
継
続
し
、
同

協
組
で
は
来
年
度
も
横
ば

い
の
１２
万
逢
と
想
定
し

た
。２３

年
度
以
降
厳
し
く

た
だ
、
現
在
の
工
事
が

順
次
終
息
す
る
２
０
２
３

年
度
以
降
も
同
様
の
出
荷

量
を
確
保
で
き
る
か
見
通

せ
な
い
。
さ
ら
に
、
員
外

問
題
も
あ
り
、
厳
し
い
事

業
環
境
に
な
る
と
想
定
し

て
い
る
。

な
ど
発
注
者
や
建
設
を
は

じ
め
と
す
る
需
要
家
に
説

明
を
済
ま
せ
た
。
製
造
に

か
か
る
資
材
の
値
上
げ
に

基
づ
く
価
格
改
定
は
理
解

で
き
る
と
の
意
見
が
多
い

と
い
う
。

長
岡
協
組
で
は
こ
れ
ま

で
小
刻
み
に
値
上
げ
を

行
っ
て
お
り
、
直
近
で
は

昨
年
４
月
契
約
分
か
ら
５

長
岡
地
区
生
コ
ン
事
業

協
同
組
合
（
新
潟
県
長
岡

市
、
８
社
５
工
場
、
木
津

信
明
理
事
長
）
は
４
月
１

日
契
約
分
か
ら
生
コ
ン
販

売
価
格
を
１
０
０
０
円
引

き
上
げ
、
１
万
８
５
０
０

円
（
２１
・
２１

１８
・

２１

１８

２５
）
と
す

る
。
セ
メ
ン
ト
各
社
が
２

０
０
０
円
以
上
の
値
上
げ

を
打
ち
出
し
た
ほ
か
、
骨

材
価
格
も
上
が
っ
て
お

り
、
諸
資
材
価
格
の
上
昇

分
を
生
コ
ン
価
格
に
転
嫁

す
る
。

値
上
げ
は
す
で
に
官
庁

諸
資
材
高
を
価
格
転
嫁

２１
年
度
出
荷
再
開
発
で
３
割
増

長岡協組

セ
メ
ン
ト
や
骨
材
値
上
げ
の
影
響
は
北
陸
地
区
で
も
大
き
く
、
各
生
コ
ン
協

組
は
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
各
地
で
員
外
社
問
題
を
抱
え
て
い
る
た

め
、
生
コ
ン
協
同
組
合
の
対
応
は
分
か
れ
た
。
新
潟
や
富
山
の
一
部
は
４
月
１

日
に
値
上
げ
を
実
施
す
る
。
残
る
地
区
は
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
時
点
で

は
未
定
。
し
か
し
、
値
上
げ
分
を
吸
収
で
き
る
状
況
で
は
な
い
た
め
、
早
急
に

対
応
す
る
こ
と
が
重
要
と
み
て
い
る
。
一
方
、
需
要
は
厳
し
い
環
境
が
続
く
。

来
年
度
は
大
型
工
事
が
少
な
く
、各
協
組
と
も
横
ば
い
か
ら
減
少
を
予
想
す
る
。

実
際
は
ス
ラ
ン
プ
が
上
限

要
求
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
生
コ
ン
の
品
質
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
今
回

の
改
訂
に
踏
み
切
っ
た
。

需
要
環
境
は
一
部
大
型

工
事
は
あ
る
も
の
の
、
厳

し
い
状
況
下
に
置
か
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
営
業
体

制
の
強
化
を
図
り
、
受
注

増
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

売
上
目
標
達
成
に
は
員
外

（
６
社
８
工
場
）
対
応
を

進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
と

判
断
し
て
お
り
、
協
組
加

入
を
促
す
か
、
何
ら
か
の

協
調
関
係
を
築
く
こ
と
が

重
要
と
し
て
い
る
。
宇
﨑

理
事
長
は
「
員
外
社
と
は

積
極
的
に
面
談
し
、
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
る
」
と

述
べ
、
引
き
続
き
粘
り
強

い
対
話
を
重
ね
る
。

４
～
１２
月
出
荷
量
は
前

年
同
期
比
８
・
１
％
増
の

９
万
８
千
逢
だ
っ
た
。
主

な
案
件
で
は
新
潟
市
内
の

マ
ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
、
国
交
省
発
注
の
新

潟
東
、
西
両
港
の
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
な
ど
。
２
０
２
１

年
度
は
前
年
比
１
・
２
％

減
の
１１
万
逢
と
想
定
し
て

い
る
が
、「
恐
ら
く
１１
万
６

千
逢
ま
で
い
く
だ
ろ
う
。

需
要
想
定
の
５
・
５
％
増

が
見
込
ま
れ
る
」（
宇
﨑
理

事
長
）。

来
年
度
は
万
代
地
区
の

大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
（
来
年

か
ら
２
年
間
で
約
３
万
５

千
逢
）、
新
潟
駅
ビ
ル
（
約

４
千
逢
）、栗
ノ
木
バ
イ
パ

ス
工
事
も
４
工
区
（
約
７

千
逢
）発
注
見
込
み
だ
が
、

「
上
期
は
出
荷
の
端
境
期

に
な
る
可
能
性
が
高
い
」

（
同
）
と
み
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
協
組
の
想
定
は

１０
万
逢
と
し
た
。「
既
契
約

案
件
の
今
期
３
月
末
契
残

は
２
万
逢
程
度
し
か
残
ら

な
い
。
近
年
で
は
過
去
最

低
の
数
量
の
た
め
、
来
年

度
は
厳
し
い
出
荷
状
況
の

期
間
も
想
定
さ
れ
る
が
、

あ
る
程
度
大
型
案
件
も
見

込
め
る
た
め
、
需
要
想
定

を
上
回
る
よ
う
頑
張
り
た

い
」（
同
）
と
し
て
い
る
。

０
円
の
開
き
が
あ
る
。
そ

こ
で
中
間
目
標
額
を
１
万

３
５
０
０
円
と
設
定
し
、

ゼ
ネ
コ
ン
各
社
の
理
解
を

得
る
べ
く
段
階
を
踏
み
な

が
ら
達
成
を
目
指
す
。

今
月
契
約
分
か
ら
ス
ラ

ン
プ
値
差
を
廃
止
し
、
高

ス
ラ
ン
プ
側
の
価
格
帯
を

一
律
適
用
に
改
め
た
。
改

訂
理
由
と
し
て
、
宇
﨑
理

事
長
は
「
土
木
向
け
を
中

心
に
ス
ラ
ン
プ
の
値
差
を

な
く
し
、
現
場
が
本
来
求

め
る
配
合
で
の
発
注
と
な

る
よ
う
促
し
て
い
き
た

い
」
と
し
て
い
る
。
生
コ

ン
の
コ
ス
ト
を
考
え
る

と
、
低
ス
ラ
ン
プ
案
件
は

高
ス
ラ
ン
プ
案
件
と
比
較

し
て
原
材
料
費
は
安
い

が
、
運
搬
距
離
や
荷
卸
し

時
間
が
長
い
場
合
が
多

く
、
ト
ー
タ
ル
で
み
る
と

変
わ
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
と
い
う
、
ま
た
、
仕
様

書
記
載
の
ス
ラ
ン
プ
施
工

が
難
し
い
場
合
、
現
場
監

督
の
承
認
が
得
ら
れ
れ
ば

ス
ラ
ン
プ
の
変
更
が
で
き

る
が
、
煩
雑
な
手
続
き
を

要
す
る
う
え
に
、
生
コ
ン

購
入
価
格
変
更
費
用
が
施

工
者
負
担
と
な
る
た
め
、

昇
分
を
販
売
価
格
に
上
乗

せ
す
る
。

ま
た
、
３
月
３１
日
以
前

の
契
約
は
従
来
通
り
の
単

価
で
出
荷
す
る
が
、
今
後

の
経
済
情
勢
に
よ
っ
て
は

発
注
者
に
対
し
価
格
の
相

談
を
す
る
場
合
も
あ
る
と

し
た
。
さ
ら
に
、契
約
後
、

３
か
月
以
内
に
出
荷
が
な

い
場
合
は
３
か
月
条
項
を

適
用
し
、
価
格
の
見
直
し

を
す
る
。

値
上
げ
後
の
最
終
目
標

額
は
１
万
６
５
０
０
円

（
２１
・
８
・

２１

２５
）
と
す
る
。

同
協
組
は
昨
年
２
月
の
値

上
げ
で
県
内
平
均
単
価
１

万
５
５
０
０
円
を
最
終
目

標
額
と
位
置
づ
け
、
設
計

価
格
も
昨
年
９
月
以
降
に

８
５
０
円
上
昇
し
た
。
さ

ら
に
『
建
設
物
価
』
２
月

号
で
は
１
１
０
０
円
ア
ッ

プ
の
１
万
１
８
０
０
円
と

な
っ
た
が
、
ま
だ
４
７
０

修
一
理
事
長
）
は
生
コ
ン

価
格
を
４
月
１
日
契
約
分

か
ら
１
０
０
０
円
引
き
上

げ
る
。
同
協
組
は
昨
年
２

月
に
現
行
価
格
に
対
し
３

０
０
０
円
の
値
上
げ
を
打

ち
出
し
て
い
た
が
、
さ
ら

に
セ
メ
ン
ト
、
骨
材
の
値

上
げ
に
よ
る
資
材
価
格
上

新
潟
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

協
同
組
合
（
新
潟
市
中
央

区
、
６
社
５
工
場
、
宇
﨑 宇﨑理事長

新潟駅近くでマンション工事が進む

表
示
価
格
１１００
円
ア
ッ
プ

県
内
平
均
単
価
を
目
指
す

新潟協組

み
て
い
る
。

２２
年
度
は
横
ば
い
の

２２

１６

万
５
千
逢
と
想
定
し
て
い

る
。
し
か
し
、
大
型
物
件

が
少
な
く
、
マ
ン
シ
ョ
ン

や
呉
羽
南
部
企
業
団
地
の

整
備
な
ど
を
見
込
む
。

社
が
受
注
、
納
入
し
た
。

そ
う
し
た
影
響
で
同
年
度

の
出
荷
は
過
去
最
低
だ
っ

た
が
、
２１
年
度
は
反
動
で

増
加
し
た
。
通
期
で
は
前

年
比
１９
・
６
％
増
の

１９

１６
万

５
千
逢
ま
で
回
復
す
る
と

発
注
者
と
協
議
の
う
え
、

高
炉
セ
メ
ン
ト
へ
の
変
更

を
可
能
と
し
た
。
Ｆ
Ａ
コ

ン
の
標
準
化
は
全
工
場
対

応
し
て
い
な
い
が
、
出
荷

状
況
を
見
て
、
非
対
応
社

も
検
討
す
る
も
の
と
み
ら

れ
る
。

４
～
１２
月
の
出
荷
量
は

前
年
同
期
比
１９
・
２
％
増

の
１２
万
８
千
逢
だ
っ
た
。

２０
年
度
は
富
山
駅
前
で
ホ

テ
ル
３
棟
の
大
型
工
事
が

出
た
が
、
全
棟
と
も
員
外

セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
が

昨
秋
２
０
０
０
円
以
上
の

値
上
げ
を
打
ち
出
し
た
の

を
は
じ
め
、
富
山
地
区
で

も
生
コ
ン
の
原
材
料
や
運

送
費
な
ど
の
値
上
げ
の
動

き
が
広
が
っ
て
い
る
。
富

山
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同

組
合
は
こ
れ
ら
の
価
格
転

嫁
が
必
要
と
い
う
認
識
を

示
し
て
い
る
が
、
２
０
２

０
年
に
実
施
し
た
値
上
げ

が
表
示
価
格
に
満
額
反
映

さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の

方
針
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。

同
協
組
は
２０
年
７
月
に

販
売
価
格
を
１
５
０
０
円

引
き
上
げ
、
１
万
６
０
０

０
円
（
２１
・
２１

１８
・

２１

１８

２５
Ｎ
）

と
し
た
。
小
口
物
件
へ
の

浸
透
は
進
ん
だ
が
、
工
期

の
長
い
物
件
で
旧
価
格
で

の
出
荷
が
続
い
た
。
旧
契

価
格
が
ほ
ぼ
解
消
し
た
昨

秋
、
両
調
査
会
の
表
示
価

格
は
そ
れ
ぞ
れ
改
定
さ

れ
、
１
万
５
５
０
０
円
と

な
っ
た
。
協
組
は
「
表
示

価
格
改
定
後
も
両
調
査
会

に
対
し
表
示
価
格
の
差
額

引
き
上
げ
を
求
め
て
い
る

が
、反
映
さ
れ
て
い
な
い
」

と
指
摘
し
、
再
調
査
を
要

請
し
て
い
る
。

本
来
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
は
１
５
０
０
円
の
値
上

げ
浸
透
後
に
資
材
価
格
と

員
外
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
再
値
上
げ
す
る
予
定

だ
っ
た
。
し
か
し
、
セ
メ

ン
ト
値
上
げ
に
加
え
、
富

山
県
骨
材
販
売
協
同
組
合

が
亅
２
０
０
円
の
値
上
げ

を
打
ち
出
し
、
混
和
剤
も

昨
年
末
に
値
上
げ
表
明
。

輸
送
費
や
プ
ラ
ン
ト
の
修

繕
費
用
、
人
件
費
な
ど
も

加
味
す
る
と
想
定
以
上
の

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な
る
。

協
組
で
は
「
セ
メ
ン
ト
、

骨
材
の
値
上
げ
分
だ
け
で

１
逢
当
た
り
１
０
０
０
円

の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
な

る
」
と
い
う
。
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
た
大
幅
値
上
げ
が

必
要
と
み
て
お
り
、「
今
の

経
営
状
態
で
は
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
分
を
吸
収
で
き
る

状
況
に
な
い
。
具
体
的
な

時
期
や
金
額
は
検
討
中

で
、
慎
重
に
方
針
を
示
し

た
い
」（
協
組
）。

富
山
地
区
の
一
部
の
骨

材
は
ア
ル
カ
リ
シ
リ
カ
反

応
（
Ａ
Ｓ
Ｒ
）
問
題
を
抱

え
て
お
り
、
以
前
か
ら
フ

ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
（
Ｆ
Ａ
）

の
活
用
を
検
討
し
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
高
炉
セ
メ

ン
ト
を
使
っ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
１
逢
当
た
り
５

０
０
円
の
値
差
が
あ
っ
た

が
、
２
０
２
１
年
度
か
ら

Ｆ
Ａ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
価

格
を
改
定
、同
額
と
し
た
。

値
差
撤
廃
に
よ
り
官
公
庁

発
注
工
事
で
Ｆ
Ａ
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
活
用
が
見
込
め

る
状
況
に
な
っ
た
。
富
山

県
で
は
昨
年
７
月
か
ら
県

発
注
工
事
の
特
記
仕
様
書

で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
配
合
の

項
目
で
セ
メ
ン
ト
の
種
類

で
Ｆ
Ａ
と
高
炉
セ
メ
ン
ト

を
記
載
し
た
。
さ
ら
に
、

基
本
は
Ｆ
Ａ
使
用
と
し
、

Ｆ
Ａ
の
供
給
条
件
が
整
わ

な
い
場
合
の
み
受
注
者
は

県
工
事
で
Ｆ
Ａ
標
準
化

高
炉
セ
メ
と
の
値
差
撤
廃

富山協組

な
ど
特
殊
車
両
を
活
か
し

た
営
業
を
行
っ
て
い
る

が
、
圧
送
業
と
並
ぶ
柱
を

模
索
し
て
い
る
。「
そ
の
一

つ
が
ス
マ
コ
ン
で
施
工
実

績
も
北
陸
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
全
国
か
ら
引
合
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
将
来

的
に
は
当
社
の
売
上
高
の

３
割
程
度
を
占
め
る
く
ら

い
に
伸
ば
し
た
い
」（
同
）。

補
修
工
事
に
参
入

そ
の
一
環
で
モ
バ
イ
ル

ミ
キ
サ
車
の
活
用
実
績
を

伸
ば
し
て
お
り
、
橋
梁
補

修
工
事
に
も
参
入
し
た
。

昨
年
、
岐
阜
県
内
の
橋
梁

補
修
工
事
で
モ
バ
イ
ル
ミ

キ
サ
車
を
使
用
し
、
現
場

で
セ
メ
ン
ト
系
材
料
を
供

給
し
た
。
同
社
は
日
本
モ

バ
イ
ル
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協

会
（
山
下
八
起
会
長
）
の

一
員
と
し
て
活
動
し
、
モ

バ
イ
ル
ミ
キ
サ
車
の
有
効

活
用
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
プ
ラ
ン
ト
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
も
開

始
し
た
。
同
社
で
は
圧
送

と
並
ぶ
柱
を
模
索
し
、
事

業
の
多
角
化
を
進
め
る
。

北
陸
新
幹
線
延
伸
工
事

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が

終
息
し
た
。
今
後
は
福
井

駅
前
電
車
通
り
北
地
区
Ａ

街
区
第
一
種
市
街
地
再
開

発
事
業
や
福
井
村
田
製
作

所
（
越
前
市
）
の
設
備
投

資
、
福
井
県
立
恐
竜
博
物

館
（
勝
山
市
）
な
ど
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
福
井
駅

前
の
再
開
発
は
３
月
ご
ろ

か
ら
圧
送
工
事
が
始
ま
る

予
定
。

た
だ
、
そ
の
後
は
北
陸

新
幹
線
の
敦
賀
以
西
の
工

事
を
除
け
ば
県
内
で
大
型

工
事
が
少
な
く
な
る
の
は

確
実
。
同
社
は
近
県
の
圧

送
工
事
を
下
請
け
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
先
行

き
は
厳
し
い
と
い
う
。
圧

送
工
事
で
は
４７
斡
超
大
型

ブ
ー
ム
車
の
活
用
や
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
と
し

て
も
活
用
で
き
る
モ
バ
イ

ル
プ
レ
ー
シ
ン
グ
ブ
ー
ム

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
大

手
の
川
端
工
業（
福
井
市
、

０
７
７
６
・
５９
・
２
３
３

６
、
中
村
光
宏
社
長
）
は

副
産
物
を
活
用
し
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
製
造
・
販
売

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
特

に
粗
骨
材
に
廃
瓦
を
使
用

し
た
透
水
性
コ
ン
ク
リ
ー

ト
「
ス
マ
イ
ル
コ
ン
ク

リ
ー
ト
」（
ス
マ
コ
ン
）
は

福
井
県
を
中
心
に
近
県
の

石
川
、
富
山
、
滋
賀
で
採

用
実
績
を
伸
ば
し
て
い

る
。ス

マ
コ
ン
は
エ
コ
シ
ス

テ
ム
（
石
川
県
能
美
市
、

高
田
実
社
長
）
が
開
発
し

た
廃
瓦
を
使
用
し
た
舗
装

材
「
Ｋ
―
グ
ラ
ン
ド
」
技

術
を
も
と
に
、
モ
バ
イ
ル

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
で

製
造
す
る
も
の
。
使
用
材

料
は
廃
瓦
の
ほ
か
、
セ
メ

ン
ト
、
砂
、
水
だ
け
で
、

混
和
剤
は
基
本
的
に
使
わ

な
い
。

モ
バ
イ
ル
ミ
キ
サ
車
で

出
向
き
、
現
場
で
こ
れ
ら

の
材
料
を
練
り
混
ぜ
、
打

設
す
る
。
ま
た
、
顔
料
を

用
い
る
こ
と
で
エ
ク
ス
テ

リ
ア
と
し
て
の
見
栄
え
も

い
い
。
９
色
か
ら
選
択
で

き
、
一
般
的
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗
装
と
景
観
面
で

差
別
化
を
図
る
。
施
工
実

績
は
民
間
住
宅
の
土
間
や

民
間
施
設
の
歩
道
、
駐
車

場
な
ど
が
大
半
を
占
め
、

「（
福
井
県
内
の
）テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ー
ビ

ス
）
を
通
じ
て
興
味
を
示

す
人
が
増
え
て
い
る
」（
中

村
社
長
）。月
間
実
績
は
約

１
０
０
０
愛
で
、
生
コ
ン

換
算
で
約
１
３
０
逢
程
度

と
い
う
。
民
間
工
事
だ
け

で
な
く
、
石
川
県
内
で
は

透
水
性
舗
装
と
し
て
設

計
、
発
注
さ
れ
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
来
月
か
ら
施
工

を
予
定
し
て
い
る
。

第
二
の
柱
育
成
進
め
る

ス
マ
コ
ン
近
県
で
実
績
伸
ば
す

川端工業

スマコンは簡易に施工でき、顧客満足度も高い
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富

山

交

易

株

式

会

社

富
山
市
寺
町
二
―
四
二
五
―
一

電
話
〇
七
六
（
四
四
一
）
二
一
三
一

藤

川

商

産

株

式

会

社

高

岡

市

四

ツ

屋

八

三

七

電
話
〇
七
六
六
（
二
三
）一
三
五
七

福

鶴

酒

造

株

式

会

社

富
山
市
八
尾
町
西
町
二
三
五
二

電
話
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七
六
（
四
五
五
）
二
七
二
七

金
沢
セ
メ
ン
ト
商
事
株
式
会
社

金
沢
市
駅
西
本
町
一
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八
―
二
五

電
話
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六
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一
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一

株

式

会

社

セ

ザ

ワ

金
沢
市
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会
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会

金
沢
市
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七

電
話
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六
（
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三
）
三
三
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一

東
亜
工
業
株
式
会
社

福
井
営
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所
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市
江
端
町
三
六
字
一
五

電
話
〇
七
七
六
（
三
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）
五
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〇
〇

柴

田
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事
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式

会

社

福
井
市
二
の
宮
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一
七
―
五

電
話
〇
七
七
六
（
二
二
）一
七
六
五

三
谷
商
事
株
式
会
社

北
陸
支
社

福

井

市

豊

島
一
―

三

―
一

電
話
〇
七
七
六
（
二
〇
）
三
一
二
〇

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
特
約
販
売
店

越

路

会

北
陸
セ
メ
ン
ト
特
混
デ
ン
カ
会

富

士

商

事

株

式

会

社

富
山
県
富
山
市
新
桜
町
二
番
一
〇
号

電
話
〇
七
六
（
四
三
二
）
三
一
六
六

川

上

産

業

株

式

会

社

石
川
県
金
沢
市
問
屋
町
二
丁
目
四
四
番
地

電
話
〇
七
六
（
二
三
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）
七
三
六
一

株

式

会

社

金

沢

商

行

石
川
県
金
沢
市
本
町
一
丁
目
三
番
三
六
号

電
話
〇
七
六
（
二
六
一
）
三
二
五
六

松

村

物

産

株

式

会

社

石
川
県
金
沢
市
広
岡
二
丁
目
一
番
二
七
号

電
話
〇
七
六
（
二
二
一
）
六
一
二
一

富
士
商
事
株
式
会
社

金
沢
営
業
所

石
川
県
金
沢
市
神
宮
寺
三
―
二
―
三

電
話
〇
七
六
（
二
五
二
）
四
三
四
八

小

森

商

事

株

式

会

社

福
井
県
敦
賀
市
蓬
莢
町
八
番
六
号

電
話
〇
七
七
〇
（
二
二
）
〇
七
七
一

三
谷
産
業
イ
ー
・
シ
ー
株
式
会
社

富
山
営
業
部

富
山
県
富
山
市
牛
島
本
町
二
丁
目
二
番
二
五
号

電
話
〇
七
六
（
四
三
二
）
六
一
九
五

清
水
商
事
株
式
会
社

神
岡
営
業
所

岐
阜
県
飛
騨
市
神
岡
町
堀
之
内
八
一
二
番
地

電
話
〇
五
七
八
（
八
二
）
一
三
五
四

デ
ン
カ
生
コ
ン
高
山
株
式
会
社

岐

阜

県

高

山

市

下

切

町
一
四
五

電
話
〇
五
七
七
（
三
三
）
〇
六
七
〇

金
森
藤
平
商
事
株
式
会
社

高
岡
営
業
所

富
山
県
高
岡
市
昭
和
町
一
丁
目
一
番
一
六
号

電
話
〇
七
六
六
（
二
一
）
〇
九
二
一

宇

奈

月

通

運

株

式

会

社

富
山
県
黒
部
市
宇
奈
月
温
泉
三
八
三
―
一

電
話
〇
七
六
五
（
六
二
）
一
〇
二
六

デ
ン
カ
セ
メ
ン
ト
北
陸
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

石
川
県
能
美
市
福
島
町
ヤ
一
一
―
一

電
話
〇
七
六
一
（
五
五
）
一
三
四
五

デ
ン
カ
株
式
会
社

北
陸
支
店

富
山
県
富
山
市
桜
橋
通
り
二
番
二
五
号

電
話
〇
七
六
（
四
三
三
）
一
四
四
一
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